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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文では、画像ベースナビゲーションのために、一様な色領域から構成されるサインボードの認識システ
ムの構築を目的とした。そのためには、ユーザーの要求に応じて最新の情報を提供できる柔軟性と隠蔽や照明
条件の変動に強いことなどが不可欠であり、昼間だけでなく夕暮れや夜間の街路、霧や小雨の降る中など様々
な条件下で高い信頼性が要求される。認識対象としては、交通標識、店舗やガソリンスタンドの看板、駐車場
のマーク、さらにはロゴなどを扱った。 
 本論文は、序論、結論を含めて７章で構成した。 
 第１章では、本研究の背景および関連する既往の研究について述べ、本研究の目的と手法、本論文の概要を
まとめた。 
 第２章では、前処理として入力画像から対象となる部分を切出すためにモフォロジー演算と相対色を組合せ
て用いる手法を提案した。種々の条件下で撮影した200枚の交通標識を含む画像から対象物を切出して認識した
結果は、昼間と夕方で100％、夜間で80％である。商用のサインボードに比べて交通標識は形状や色が制限され
ているが、保守が行き届いていないものが多く、実験に用いた画像にはひどく劣化しているものも含まれている。 
 第３章では、隠蔽や反射(O/R)領域を除去するために、(1) HSV色空間上での主ピーク発見アルゴリズム、(2) 
RGB色空間上での適応型ランクフィルタおよび部分線形近似アルゴリズムを提案し、その効果を実験により検
証した。300枚のO/R除去画像を用いた認識率は、前者では95％、後者では97.5％となった。ここでは、対象物
体のほぼ半分が隠されていても認識できることを明らかにした。 
 第４章では、単一テンプレートマッチングの評価基準として、(1) 画像の変動に対応するために標準偏差を
用いる方法と(2) 統計的性質を利用するために要素色距離と呼ばれる距離概念を導入して、それを利用する方
法を提案し、その効果を実験により検証した。 
 第５章では、一つの対象物に「拡大／縮小」と「差分」の２種類のサブテンプレートを提案し、画像がぼけ
ていたり境界領域があいまいだったり、劣化がひどい場合などの認識に特に有効であることを明らかにした。
閾値の決め易さと安定性を確保するために新しく評価基準として修正標準偏差を提案し、従来手法と比較実験
を行い、提案手法が最適であることを確かめた。 
 第６章では、２次元色空間上で相対色多角形の概念を導入し、色変動に強い色認識システムの構築を試みた。
屋外での色は撮影条件により大きく変動し、従来の境界箱を用いる手法では範囲からはみ出すので、その解決
のために多角形の類似度を用いた。実験を通して、この概念の導入によりシステムの柔軟性、堅牢性が確保で
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きることを明らかにした。 
 第７章は、本研究で得られた成果をまとめ、今後の課題について述べた。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究の目的は、画像ベースナビゲーションに必要な要素技術の一つである、隠蔽や照明条件の変動に強い
サインボード認識技法の開発である。認識対象としては、交通標識、店舗やガソリンスタンドの看板、駐車場
のマーク、さらにはロゴなどを扱っている。従来の研究では、場所は高速道路や国道、時刻は昼間など、比較
的よい条件下でよい認識結果を得ているものが多かったが、本研究では夕方や夜間の繁華街などで、しかも街
灯の反射があったり、木の枝や他の看板でその一部が隠されていたりする、現実に起こり得る悪い条件下でも
正しく認識できるシステムを目指している。ユーザーにとって本当に必要なのは見落としやすい状況、即ち、
悪い条件下での交通標識など対象物の認識である。また、要求に応じて最新の情報を提供できる柔軟性と隠蔽
や照明条件の変動に強いことなどは不可欠であり、昼間だけでなく夕暮れや夜間の街路、霧や小雨の降る中な
ど様々な条件下で高い信頼性が要求される。 
 まず、認識のための前処理として入力画像から対象となる部分を切出すためにモフォロジー演算と相対色を
組合せて用いる手法を提案している。種々の条件下で撮影した200枚の交通標識を含む画像から対象物を切出し
て認識した結果は、昼間と夕方で100％、夜間で80％であり、良好な結果を得ている。次に、木の枝や看板など
で隠されている領域や、街灯からの反射による影響を受けた領域を抽出・除去するために、新しいアルゴリズ
ムを提案し、実験によりその有効性を確かめている。その結果、対象物体のほぼ半分が隠されていても認識で
きることを明らかにしている。さらに、画像の変動に対応するためにテンプレートマッチングの評価基準とし
て修正標準偏差を提案し、要素色距離と呼ばれる距離概念を導入している。また、従来の固定テンプレートに
対して可変テンプレートを提案し、画像がぼけていたり、境界領域があいまいだったり、劣化がひどい場合な
どの認識に特に有効であることを明らかにしている。最後に、２次元色空間上で相対色多角形の概念を導入し、
色情報を多角形の類似性を用いて統一的に扱う手法を提案している。屋外での色は撮影時の条件により大きく
変動し、従来の境界箱を用いる手法では範囲からはみ出し、対応できなくなるが、この概念の導入によりシス
テムの柔軟性、堅牢性が確保できることを実験により明らかにしている。 
 以上のように、本論文では、隠蔽や照明条件の変動に強いサインボード認識システムの構築に関して多くの
優れた研究結果を得ており、情報工学、特に画像処理工学分野の発展に寄与すること大である。よって、本論
文の著者は博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
